
帰宅困難者について考える

〜守りたいものを守る⼒〜



災害を生き抜く 力 (まもりたいものをまもる力)

 予測する力 （何が危険なのか）

 予防する力 （事前の準備）

 対応する力 （どう動くのか）



滞留者対策（帰宅困難者対策）

 ⾏き場のない⼈をどうする︖

屋外滞留者
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滞留者

帰宅困難者

屋内滞留者
・通勤
・通学



帰宅困難者対策協議会
 駅前滞留者対策は、平成１９年度から

 八王子駅（八王子市）（H22）

 蒲田駅（大田区）（H22）

 渋谷駅（渋谷区）（H21）

 上野駅（台東区）（H21）

 池袋駅（豊島区）（H20）

 品川駅（港区） （H20）

 北千住駅（足立区） （H19）

 新宿駅（新宿区） （H19）



東日本大震災での帰宅困難者の状況

 平成23年3月11日 14時46分発生

 鉄道各社が運転見合わせ

 首都圏で合計515万人が当日自宅に帰れな
い帰宅困難者が発生

 17：40頃：無理に帰宅しないことを呼びかけ（
官房長官記者会見）

 18：20 東日本旅客鉄道（株）終日運休を発
表
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東京都HP・大規模地震発生時における首都圏鉄道の運転再開のあり方に関する
協議会報告書（平成24年3月 大規模地震発生時における首都圏鉄道の運転再開
のあり方に関する協議会）をもとに作成



電話のふくそう（050723千葉県北西部地震 ）

撮影：16時45分ごろ



東日本大震災での状況

 発災（14：46）

無理に帰宅しないことを呼びかけ（17：40頃
官房長官記者会見）

18：20 東日本旅客鉄道（株）終日運休を発
表
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東京都HP・大規模地震発生時における首都圏鉄道の運転再開のあり方に関する
協議会報告書（平成24年3月 大規模地震発生時における首都圏鉄道の運転再開
のあり方に関する協議会）をもとに作成



滞留者対策（帰宅困難者対策）

8参考：東京都HP

新宿駅前



滞留者対策（帰宅困難者対策）
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品川駅付近の道路

参考：東京都HP



首都直下地震（令和4年5月25日公表）
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（出典）東京都防災会議「首都直下地震等による東京の被害想定報告書」、令和4年5月25日。



帰宅困難者対策

 なぜ 対策が必要︖

 帰宅途中に二次災害に巻き込まれる

 ⼤量の帰宅困難者が交通渋滞をつくり
だす
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首都直下地震 焼失棟数 （令和4年5月25日公表）

（出典）東京都防災会議「首都直下地震等による東京の被害想定報告書」、令和4年5月25日。



⼀⻫帰宅抑制

〜むやみに移動しない・職場等にとどまる〜
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東京都帰宅困難者対策条例

 個人への呼びかけ

 「むやみに移動を開始しない」

 家族との連絡手段を複数確保するなどの
事前準備
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東京都帰宅困難者対策条例

 事業者の取組

 一斉帰宅の抑制

 毛布や3日分の水食料等備蓄

 駅などにおける利用者の保護

 生徒・児童等の安全確保
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東京都帰宅困難者対策条例

 都や区市町村や関係機関の取組み

 安否確認と情報提供のための体制整備

 帰宅困難者への情報提供体制の充実や
家族等との安否確認手段の周知、利用啓
発

17



東京都帰宅困難者対策条例

 一時滞在施設の確保

 ※小中学校は、地域の避難所

 買物客や行楽客などの行き場のない人は、

行政だけでなく、民間事業者の協力を得て、

一時滞在施設で受け入れる。

 公的施設だけでは、足りない。
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東京都帰宅困難者対策条例

 都立施設や都関連施設を一時滞在施設に

指定している。

 一時滞在施設の確保

国や区市町村、民間事業者に対し、協力を

求めていく。
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揺れが収まった直後

むやみに移動しない
（東京が被災地になる）

今 いる場所が危なくなけ
れば様子をみる



揺れが収まった直後

情報をあつめる

（スマホの活用）



歩いて帰る危険

22出典：東京都帰宅困難者対策ハンドブック（東京都）

徒歩帰宅中の余震等で二次被害に遭う可能性が



混雑度ランクの定義（内閣府資料）

23出典：中央防災会議「首都直下地震避難対策等専門調査会」



混雑度ランク（６.0⼈/㎡）



混雑度ランク（10⼈/㎡）



帰宅困難者が救助活動の妨げに
 「グリッドロック」が同時多発

26出典：東京都帰宅困難者対策ハンドブック（東京都）

徒歩帰宅者が救出活動や消火活動の妨げに

東日本大震災で帰宅困難者になった人の
アンケートで、当日、自宅に帰得ることが
できた人の84％が、今後このような状況に
なったら「自宅に帰る」と回答している。

出典：東日本大震災における首都圏の帰宅困難
者に関する社会調査 廣井 悠 他 地域安全
学会論文集 No.15,（2011.11 1）



災害時に役立つアプリ（情報を集めるためには）

強震モニタ東京アメッシュ
ログ

LINE

NHKニュース・
防災

東京都防災
アプリ

気象庁レー
ダー

港区防災アプリYahoo・防災
速報
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自分のシナリオをつくっておく

 ○○駅で震災にあったらどうするか︖
→安全な場所を探すためのシナリオ

 歩いて移動する時は、できるだけ
大通りを使う（国道・環７・８ など）

 知っておきたい施設
 一時滞在施設（都⽴の施設（⾼校・体育館 など））

 広域避難場所（大きな公園・団地など）
 帰宅⽀援ステーション（コンビニ・ファミレス）



東京都帰宅困難者対策条例

 帰宅支援…3日後のイメージも大切

 時差帰宅（すぐには帰れないかも…）

 バスや船などの代替輸送手段を確保していく

 災害時帰宅支援ステーションの確保

 徒歩で帰宅する人を支援（水やトイレなどを

提供）
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帰宅支援ステーション
 ①水道水の提供 ②トイレの使用 ③地図等による

道路情報、ラジオ等

 知り得た通行可能な道路に関する情報の提供

 コンビニ、ファーストフード、ファミレス、居酒屋 等

 ガソリンスタンド

ガソリンスタンド

埼玉 東京 千葉 神奈川コンビニ等



帰宅困難者になっても

 東京で大きな地震があった場合

 死傷者や
住む家を失う人 が 数多く発生します

 帰宅困難者は、移動できなくなる だけです

 3月11日とは、また違う状況になります
悪しき成功事例

 助けられる人から 助ける人になりましょう！


